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論文審査の結果の要旨 
 






























































MI 犬における血清脂肪酸組成の変化について検討する目的で、MI 犬 30 頭を International 




ットオフ値を求めた。その結果、すべての MI 犬の脂肪酸濃度は参照値の範囲内であったが、I 群
と II群のAA濃度は、健常群に比べ有意(それぞれP < 0.01、P < 0.05)に低値であった。II群と III
群のEPA濃度と重量比は、健常群に比べ有意に低値であった(それぞれP < 0.05, P < 0.01)。また、

















った。一方、EPA/AAのカットオフ値は 0.029であり、感度は 83.33％そして特異度は 66.67％で
あった。これらの値は本研究で提示した健常犬の参照値の下限であり、MI を中心とした慢性心不
全犬で EPA を含有する脂肪酸サプリメントの投与時期を決定する指標として有効であると考えら
れた。今後さらに、これらの指標をもとにした EPA の投与による臨床的効果と血清中脂肪酸組成
の関連を明らかにする必要があると考えられる。 
 
 
 
 以上のように、本論文は僧帽弁閉鎖不全症犬における血清中脂肪酸組成の変動を検討するために、
これまで測定系が煩雑であった血清中脂肪酸測定の簡便で安定した方法を確立し、それをもとに的
確な採血のタイミングを示した。さらに、健常犬における血清中脂肪酸組成の参照値を示しており、
今後犬の各種疾患における血清中脂肪酸組成を検討する上で有用なデータであると考える。そして、
僧帽弁閉鎖不全症犬で病態初期には炎症促進性エイコサノイド基質が減少し、それに引き続き炎症
抑制性エイコサノイド基質が減少すること明らかにしており、治療の補助として脂肪酸が有用であ
る可能性を示しており、学術上、応用上貢献するところが少なくない。 
よって審査委員一同は、本論文が博士（獣医学）の学位論文として十分な価値を有するものと認め、
合格と判定した。 
 
